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ハマオモトヨトウ淡路島に旅す ｊ
‐
‐
Ｊ
ｌ
ｑ
宮
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
！
▲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
’
‐
‐
■
Ⅱ
０
１
０
口
Ⅱ
Ⅱ
８
０
０
１

ハマオモトヨトウErithyspancratiiCyrilliは、そJ)fll名か/j.§すようにハマ

オモト（ハマユウ）を食草とする有名な蛾であるが、これまで淡蹄脇から$iLl録さオ’ていなかった。

県農試淡路分場の藤富正昭氏によると、1977年秋季に束ﾊli町{IXI命』J)"il'てハマオモトの花に

本種の幼虫が多数ついているのを確認し、1978年又季にﾉま(略ⅢI仏ﾘI:でも|!!1様に幼虫を確認し、

そのうち数頭を持ち帰り飼育したところ、8月24II(1978)に16か判化したとの'}『で、標

本を筆者に提供された。

上記の2地点でのハマオモトは、他の地域から移植されたものらしいか、淡淵,I;,II伽ハミの沼島には

自生のものが知られており、ここから本稲が発見されるのも、もはやII!filllのIII脚であろう。

尚、末筆ながら貴重な情報並びに標本を提供下された藤南氏にl!ノ<お礼IIIしl･ける。

（奄日邦明）
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Ｉ ヒメコブヤノ、ズカ キリの新産地

、
、
、

ヒメコブヤマズカミキリParechthistattusgibberBatesは比較的稀なカミ

キリムシで、淡路島からは水沼(1970)と金田(1978)により先lllから各1頭が報告され
ていたのみであった。

筆者は1978年5月13日に、洲本市鮎屋の鮎屋ダム上流で、地面に静止していた本繩を採集

したので記録しておきたい。尚、標本は筆者が保管している。

（登円邦明）
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